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要    旨 

あらゆる産業において情報の利活用に向けた取り組みが推進されており、製造業においても生産管理

をはじめとした各業務の情報化に向けた取り組みが重要視されている。しかしながら、企業規模等によ

っては、「人材・設備・費用」の基盤整備が困難であり、これらの取り組みを進めることは容易でない。 
本件では、主に鋳造加工品の製造を行う小規模事業者であるケーアイシー（株）の製造効率向上に向け

て、生産管理用のシステムを開発した。当該のシステムを実際に運用した結果、生産計画立案や製造に係

わる作業効率が向上することを確認した。 
 

 

顧客ニーズの多様化等に伴って、製造業におい

ても、生産体制は大量生産から変種変量生産へと

変革してきている 1)。多くの種類の製品を効率的

に生産するため、製造業では、IoT 等の情報通信

技術を用いて、工場内の機械設備等をインターネ

ットに接続し、あらゆる情報を収集・活用するこ

とで、製造プロセスの円滑化や、製品の高付加価

値化等が進められている。特に、ものづくり分野

は、情報の利活用を推進する構想である「コネク

テッドインダストリーズ」の重点 5 分野に含まれ

ており、情報活用への取り組みが重要視されてい

る 2)。しかしながら、図 1 に示すように、中小企

業の半数以上は、IoT 等の導入意向がなく、IoT を

導入している中小企業であっても、大企業に比べ

て、情報活用の比率が低いことがわかる 3)。特に、

中小企業の中でも、情報化に係わる「人材・設備・

費用」の確保が難しい小規模事業者においては、

情報の付加価値化や利活用化に向けた取り組み 
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図 1 IoT 等の導入・活用状況 

 

14.5

19.1

29

40.7

54.3

38.8

2.3

1.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

大企業

IoT・AI を導入済
IoT・AI の導入を検討中
IoT・AI の導入意向なし
無回答

[%]

14.6

21.8

46.5

52.1

12.3

18.9

2.5

0.5

12.4

1.6

11.7

5.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1

2

積極的に活用 ある程度活用
活用を検討 活用予定なし
分からない 無回答

[%]

大企業

中小企業

大企業

中小企業

IoT・・AIのの導導入入状状況況(2017年年)

IoTにによよりり収収集集・・蓄蓄積積デデーータタのの活活用用状状況況(2017年年)

参考：2019年版「中小企業白書」



― 22 ―

北海道立工業技術センター研究報告№16（2020）

に着手すること自体が難しく、情報活用により、

生産性の向上を図ることは容易ではない。そこで、

小規模事業者の生産性向上を目的に、鋳造加工品

の生産に係わる製造及び管理業務の情報化を検

討した。 
はじめに、対象業務の課題を抽出するため、業

務内容を整理した図 2 に示す業務フローを作成し、

製品の生産工程や管理項目等を検証した。次に、

より詳細な検証を行うため、製品毎の生産工程表

及び QC 工程図を作成することで、業務内容の整

理・分析を試みた。分析作業の過程において、工

程の進捗状況が見える化されていないため、生産

計画の立案に時間を要する点や、製造現場から生

産計画の全容を確認することが困難である点等、

作業効率に係わる課題が顕在化した。これらの課

題を解決するためには、生産計画を立案する生産

管理者と製造現場間の情報共有化が重要である

と考えられたことから、生産数、生産開始日時及

び生産完了日時等の計画値と実績値を詳細管理

する生産計画管理機能、鋳造品及び機械加工品毎

の在庫管理機能、製造現場に対する生産計画に基

づいた生産指示機能の三機能を有する管理用の

システムが有効であると判断した。そこで、本件

では、これらの機能を有する市販の生産管理シス

テムについて調査・検討を行った。しかしながら

市販のシステムは、導入や運用に係るコストが高

額であることや、業務規模に対して機能が過剰で

あり、利用する人材の育成や習熟に多くの工数を

要すること等から、導入することが極めて困難で

あることがわかった。そのため、本件では課題解

決に有効な三機能を主とした管理用のシステム

の開発を行った。以下に、その機能の概要を示す。 
 
①生産計画機能 
  ：ガントチャートでの進捗管理（図 3） 
②在庫管理機能 
  ：鋳造品と機械加工品毎の在庫数量算出 
③生産指示機能 
  ：製造現場向け生産指示票の出力（図 4） 
 
なお、システムの開発環境には、小規模事業者

が抱えている「人材・設備・費用」の課題を克服

するため、従来の事務作業等での使用経験者も多

く、小規模事業者であっても、既に使用環境が整

備されているソフトウェアを利用することが望

ましいと考え、一般的な表計算ソフトウェアの一

つである「Microsoft Excel」と、その拡張機能であ

る「Visual Basic for Applications」を選定した。 
開発したシステムの有効性を検証するため、約

半年間の運用を行った。その結果、システムの動

作に問題は生じず、さらに、従来から業務で利用

 
 

図 2 鋳造加工品製造業務フロー 
 

 

 
 

図 3 進捗管理用ガントチャート 
 
 

 
 

図 4 生産指示票 

 

管理項目： 品名、型式、図面番号、工程、生産予定数、

生産完了数、作業開始予定日、作業開始日、

作業終了予定日、作業終了日、発注者

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図 33  進進捗捗管管理理用用ガガンントトチチャャーートト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.図表(3/5) 

カラー印刷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図 44  生生産産指指示示票票  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.図表(4/5) 

カラー印刷 
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されている Microsoft Excel をユーザインタフェー

スとしていることから、習熟度も高く、操作性も

良好であった。当該のシステムの運用によって、

生産計画を検討する度に、現場に赴く必要がなく

なり、生産計画立案時間を約 5%削減した。この

結果は、製造工程の進捗状況をガントチャートで

見える化し、在庫数を表示したことで、各工程に

おける適正な処理数量と予定期間の把握が容易

になったことによると言える。また、生産指示機

能により、製造現場における作業負荷の偏りや工

程の無駄が改善され、作業効率が約 3%向上した。

これは、製造工程の進捗状況と工程負荷が見える

化され、生産計画の変更等に対する柔軟性が向上

したことや、生産指示票を確認することで、現場

での作業準備がしやすくなったことによると考

えられる。以上により、生産計画機能、在庫管理

機能、生産指示機能を備えた当該のシステムは、

対象業務の生産性の向上に有効であることを確

認した。なお、本システムは、現在も運用中であ

り、着実な効果が得られている。 
当該のシステムは、操作性の向上と導入・運用

に係るコストの低減を図るため、Microsoft Excel
を用いて構築した。課題としては、長期間の運用

を継続した場合、システム上に蓄積された情報の

増大に伴い、生産計画登録等の各処理における実

行速度の低下が懸念される。そのため、今後は、

本システムのデータベース化について検討を行

い、大量のデータの処理に要するパフォーマンス

の向上を図る必要がある。また、データベース化

されたシステムは、同時実行制御を行うことで複

数ユーザによる同時操作が可能になり、生産管理

者だけでなく、製造現場から、直接、当該のシス

テムを活用することも容易になると考えられる。

これにより、現在のシステム構成では実現するこ

とが難しい、IoT 機器等を用いて設備の稼働情報

を収集する機能や、バーコードリーダ等を活用し

た在庫の棚卸機能をはじめとする、製造現場向け

の機能の拡充が期待できる。そのため、これらの

機能についても検討を進め、図 5 に示すような、

より効率的且つ正確に情報共有が行えるシステ

ムを構築することで、更なる生産性向上を目指す。 
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図 5 将来的なシステム構成 
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